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≪2021年 1月（通算 291回）月例会報告≫ 
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第 5回U-18フットサルリーグチャンピオンズカップを振り返って 

―「withコロナ」の新たな様式とは－ 
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【日 時】2021年1月28日（木）19：00〜21：00（終了後、23：30までオンライン懇親会） 

【会 場】オンライン（Zoom） 

【テーマ】第5回U-18フットサルリーグチャンピオンズカップを振り返って－「withコロナ」の新たな様式とは 

【演 者】中塚義実（NPOサロン理事長／筑波大学附属高校） 

本多克己（NPOサロン副理事長／NPO神戸アスリートタウンクラブ理事長） 

田島璃子（NPOサロン事務局／早稲田大学1年） 

【参加者（会員・メンバー）12名】 注）★はNPO会員 

★安藤裕一、★金子正彦、★岸卓巨、小池靖、★嶋崎雅規、★関秀忠、田島璃子、徳田仁、★中塚義実、 

野村忠明、★本多克己、本郷由希 

【参加者（未会員）5名】 

荒川浩幸（北海道）、磯和明（東京）、小曽根潮（京都）、﨏田直文（兵庫）、橘和徳（富山） 

 

【月例会報告】本多克己、田島璃子、中塚義実 

 

【目次】 
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Ⅰ．第5回U-18フットサルリーグチャンピオンズカップ概要（本多克己） 

Ⅱ．主催者として感じ、考え、取り組んだこと（中塚義実） 

Ⅲ．動画配信プロジェクトについて（田島璃子） 
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はじめに 注）月例会案内より転載 

totoの助成を受けNPOサロンが主催する標記大会が、1月9日～10日、長野県千曲市で開かれました。16チー

ムのノックアウト方式で行われ、ペスカドーラ町田がZOTT WASEDAとの東京対決を制して初優勝。「U-18フ

ットサル20周年」の東京都に初栄冠をもたらしました。 

緊急事態宣言下で開催すべきかについては最後まで悩みましたが、長野の方々と何度も協議し、＜大会に携わ

るすべての人が「withコロナ」の新たな様式を理解し実践する＞ことを徹底して開催することとしました。with

コロナの「新たな様式」が高校生にどこまで徹底できるかが課題でしたが、参加チームの意識は高く、ほぼ達成

できたと思います。 

今回はzoomを用いた試合映像のライブ配信にも取り組みました。会場に来られない保護者やチームメートがリ

モートで応援できるような仕組みです。これも「新たな様式」の一つです。 

緊急事態宣言だけでなく大雪の影響もありました。さまざまなトラブルを乗り越え、最後まで実施できたのは

地元長野県の方々のご尽力と、「大会に携わるすべての人」の思いがつながった証だと思います。ありがとうご

ざいました。 

月例会では担当理事の本多克己と理事長の中塚義実が大会全体を振り返り、参加チームからも大会の印象や各

地のリーグ状況についてコメントをいただく予定です。動画配信についてはサロンの新戦力・田島璃子が報告し

ます。「新たな様式」を共有する機会にできればと思います。 

多くの方のご参加をお待ちしています。 

 

 

Ⅰ．第 5回U-18フットサルリーグチャンピオンズカップ概要（本多克己） 

大会会場は一昨年の豪雨で千曲川が決壊し大き

な被害を受けた千曲市の「ことぶきアリーナ千

曲」です。幸い、アリーナには被害はなく、無事

に開催できましたが、今年はコロナの影響下での

厳しい状況での開催となりました。 

 正月明けの長野開催、というのがU-18フットサ

ルのカレンダーのなかでも定着してきたように感

じています。今年で3年目となり、サッカー協

会、フットサル連盟のほか、県、市、そして地域 

の観光局や宿泊施設との連携も年々強化されてい

ることも大会の価値を高めていると思います。 

 資金面では、スポーツ振興くじ、いわゆる toto

の助成を毎年受けており、今年も96万円の助成が

決定しています。 

 ただ、今年はコロナの影響もあり、例年協賛し

ていただいている多摩大学、加茂商事、ジャパ

ン・スポーツ・プロモーションの協賛をいただく

ことはできませんでした。 
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大会に向けては、サロン内部、関係者と協議

を繰り返し、大会要項の改訂は7回にのぼりま

した。12月13日のシンポジウムのなかで議論

を行い、多くの人と課題を共有し、幅広い意見

をいただくことができたのは、コロナ禍だから

こその収穫といえるかもしれません。 

 要項のなかで例年と大きく異なるのは、赤字

で表記している「新型コロナウイルス感染拡大

の影響を考慮し、優勝チーム以外のチームを、

単独チーム、選抜チームを問わず、リーグにて

選出することを認める。」という点です。リー

グ戦を開催できない地域もあり、その地域の状

況に応じた出場の可能性を残すための変更で

す。実際には選抜チームの出場はなく、単独チ

ームのみで大会は実施されました。また、北海

道、愛知はリーグ戦が開催されず、また熊本は

リーグ優勝チームが決定していましたが、県外

にチームを派遣することが困難ということで、

出場がありませんでした。 

 また、「無観客とするため、スタッフ、保護

者などが来場の場合も26名枠を厳守。」とし

ています。これに対応して、来場できない関係

者、保護者向けに、後ほど説明のある映像配信

が企画されました。 

 感染症対策は、長野県フットサル連盟を中心

に、しっかりと実行されました。チーム、選手

からも文句もなく、遵守されていたように感じ

ました。 

更衣室は使用せず、着替えはスタンドで行っ

てもらいました。またピッチへの入退場の導線

も設定して、入れ替えの際にも密や接触を避けることとしました。 

実施にあたっては、関係者や市民の皆さまからの厳しい意見はほとんどありませんでしたが、会場に並んだ関

東ナンバーのバスを観た地域の方からは、会場あてに怪しからんというご意見があったとのことでした。 
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大会当日は、昨年につづき、武水別神社への成功祈願

から始まりました。北信越地方は35年ぶりという規模

の大雪に見舞われましたが、見事な晴天のもとでの参拝

となりました。 

 雪の影響で、不二越工業が不戦敗となってしまいまし

た。本日の月例会あてに上島さんからのメッセージが届

いているので、ご紹介しておきます。 

 

 

出場16チーム中、初出場は5チー

ムで、5大会連続出場は、日本ウェル

ネス高校のみでした。 

また宮城、和歌山から初めて参加

がありました。聖和学園は昨年は東

北リーグからの出場でしたが、今年

から宮城リーグが新しく立ち上がり

ました。 

リーグ参加チーム数の多い東京、

神奈川、富山からは2チームが参加

しています。富山からは福井県の

MD.FUTSALが参加です。リーグ戦が行われていない福井県から富山県のリーグに参加して出場権を獲得したチ

ームで、こうした柔軟な動きがまだまだ発展途上のU-18フットサルの推進力となっているように感じます。 
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 これまでの4回の大会

では、不思議なことに

U-18フットサルの先進

地域である東京、神奈川

の優勝がありませんでし

た。それは各地域に好チ

ームが育っているという

点ではうれしいことでし

たが、今年の決勝はペス

カドーラ 対 ZOTT 

WASEDAという東京勢

対決となり、横綱対決と

いう感のあるクオリティ

の高いフットサルを観る

ことができました。例年

と比較しても、大量得点

差の試合も少なくなって

おり、この世代の全国的

なレベルアップが実感で

きる大会でもありまし

た。 

得点王は、鶴見大附属

高校の渡部くんが受賞

し、サロン2002最年長

会員の賀川浩さんの名前

が冠されたトロフィーを

授与されました。 

 

 

大会にむけては、何度も

何度もチームとの情報交換

を繰り返しました。各チー

ムからの意見や確認事項の

集約にはgoogle formが大い

に役立ちました。チーム登

録から、映像配信の承諾、

バスの利用、大会後の報告

まで、すべてのチームがす

ばやく対応してくれたこと

で大会を滞りなく実施する

ことができました。 
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大会会場では、ほんとうにたくさんの方から、「ありがとう」という言葉をいただき、55年間の人生で一番感

謝された2日間となりました。大会報告書の編集後記に記したメッセージでこの発表を終えたいと思います。 

 

「たいへん難しい判断でした」とこの報告書の挨拶がはじまっているとおり、コロナ禍のなかでやっても

いいのか、できるのか、さらには、なぜこの大会を開催するのかといった事業の本質にまで立ち返って議論

と自問を重ねました。そして大会当日、かけがえのない舞台でプレーする選手たちをみて、やってよかった

のだろう、とようやく実感することができました。会場では多くの人からお礼の言葉をいただきました。立

場上、私たちがその言葉を受けることになりましたが、改めて、大会にかかわったすべての皆さんに、お礼

をお伝えしたいと思います。本当に、ありがとうございました。さいごに、大会の1週間後には、全チーム

から「選手、関係者に発症なし」の報告があったことを記して大会報告とします。 

 

 

Ⅱ．主催者として感じ、考え、取り組んだこと（中塚義実） 

１．開催に至るまでの経緯 

１）実施要項確定・配信（11/27） 

NPOサロン理事会での審議を経て、大

会の実施要項が確定したのが11月末のこ

とでした。できるかできないか、できる場

合はどのような対策を講じるのか。想像力

を働かせながら実施要項に落とし込む作業

はなかなか難しいものでした。16チーム

のノックアウト方式（敗者同士の交流試合

あり）でチャンピオンを決すること、単独

チームでの参加が困難な場合は「リーグに

出場した選手による選抜チーム」の出場も
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認める形としました（実際はそのようなチームは出てこなかった）。 

この段階で首都圏だけでなく、開催地長野県においても感染者数が増えはじめ、第三波の襲来が現実のものと

なりつつありました。長野県サッカー協会フットサル委員長の村山吉朗氏とは電話等で連絡をとり合いました

が、「現状がギリギリのレベルであると考えるべきで、これ以上の感染レベルが上がる場合は1か月前に判断す

る必要がある」とのご意見でした。出場するチーム・選手・スタッフだけでなく、運営側、そして地元での受け

入れ側（体育館や旅館組合など）の状況も考慮する必要があることを改めて感じました。 

 

２）千曲市訪問と打ち合わせ（12/12～13） 

例年は11月初旬に現地へ赴き、挨拶かたがた視察と打ち合わせの場を設けていましたが、コロナの影響もあり

延び延びになっていました。しかし年内には顔合わせが必要です。ちょうど12月13日に公開シンポジウムを予

定していたので、そのタイミングで訪問することにしました。 

12月12日の午後、神戸から本多克己、東京から中塚義実が信州千曲観光局に出向き、同専務理事の小沼浩栄氏

と対面しました。コロナ禍で観光客が激減した地元はこの大会の開催を心待ちにしており、万全の態勢で受け入

れ準備を整えているとのことでした。しかし無理はできません。そのことも共有しました。 

長野県フットサル連盟理事長の菅原基信氏、筑北サッカークラブの土屋好史氏も合流し、競技運営面、とくに

感染予防対策について詳細な打ち合わせができました。長野県フットサル連盟では3月に「長野オープン」を毎

年行っており、そこにつながる運営を目指してこの大会でも万全の態勢で臨む準備を進めています。中塚は東京

都サッカー協会フットサル委員会や東京都高体連サッカー専門部で用いられる感染対策ガイドラインを持参し、

すり合わせをしました。緊張感をもってこれらの話ができたのはよかったことです。 

打ち合わせ後、本多と中塚は「GOTOイート」の割引券を用いて千曲市内の「羽衣」というお店に出かけ、地

域経済にも貢献(?)しました。ご家族で経営される小料理屋で、感染対策は十分為され、あたたかいおもてなしを

受けました。宿舎のホテルプラトンの温泉は毎回秀逸です。 

12月13日の公開シンポジウムの第1部「イベントを中心に」は、前日に続いて信州千曲環境局から配信しまし

た。小沼氏もゲストとして参加し、本多氏が紹介するU-18フットサルリーグチャンピオンズカップを地元がどの

ように受け止めているのかについてコメントをいただきました。 

 

３）悪化する感染状況と「新たな様式」の模索 

 年末に向かう中で、状況は徐々に悪化していきます。実施の方向で準備を進めてはいますが、各方面と連絡を

とりながらどう判断すべきかを思案していました。 

身の回りで12月にさまざまな行事が重なっており、それらと並行しながらの準備です。12月5日に勤務校の研

究大会で保健体育科の取り組みを発表し、翌12月6日には日本部活動学会研究集会でコロナ禍における部活動を

取り上げ、翌週12月13日は公開シンポジウム、さらに12月26～27日にはクーベルタン-嘉納ユースフォーラム

2020が控えています。さらに同時進行で、1月中旬にはじまる東京都サッカー協会（TFA）フットサル委員会主催

「第20回東京都ユース（U-15,U-18）フットサルフェスティバル」についても、開催するための感染予防対策の議

論を進めていました。12月16日の夜に各カテゴリーの担当者によるオンラインミーティングを開き、「緊急事態

宣言が出ない限り、実施の方向で準備を進める」ことが確認されました。こうした議論が、判断の際に大いに参

考になりました。（注：TFA主催大会は、緊急事態宣言が出されたため中止となった） 

 すでに無観客開催ということは伝えています。しかし今年度唯一のU-18年代の全国規模の大会です。観戦・応

援したい保護者や仲間は大勢いることでしょう。そのニーズに応えるために、動画を配信できないかと、NPOサ

ロンの関係者で話を進めていました。12月26日の夜にはその1回目のミーティングが開かれ、30日に再度打ち

合わせをして細部を詰めていくこととなりました。 
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1月4日に代表者会議があるの

で、年内に詳細を確認する必要が

あります。12月29日に長野県の

方々とオンラインMTGをして細

部を詰めました。 

 12月30日には出場チーム代表

者宛に大会概要（代表者会議資

料）を配布。主催者挨拶（左スラ

イド）では＜「withコロナ」の新

たな様式を求めて＞と題して思い

を述べました。 

 

４）緊急事態宣言と代表者会議 

 三が日が明けた1月4日、菅義

偉首相の年頭記者会見において

「緊急事態宣言発令見込み」が述

べられます。いよいよです。 

 同日19時からの代表者会議に

備え、こちらも考え方を整理して

おく必要があります。長野県の

方々とも電話やメールでやり取り

しながら、＜大会に携わるすべて

の人が「withコロナ」の新たな様

式を理解し実践する＞ことが条件

であることを再確認し、代表者会

議はすべての関係者のベクトル合

わせの意味を持つ重要な会議であ

ることを共有しました。 

 代表者会議ではこの考えを冒頭

に述べ、また年末に送信してあっ

た「ごあいさつ」（左スライド）

を用いて前提となる考えを共有し

ました。出場チーム自らが「with

コロナ」の大会の担い手であると

いう意識が不可欠です。また、代

表者間で共有するだけでなく、す

べてのプレーヤーにこの思いを伝

えることが必要です。代表者会議

では最後にそこのところを強調し

ました。 

 緊急事態宣言がどのような形で

発令され、どの範囲に及ぶのかに
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ついてはまだわかりません。1月6日に改めて、その時点での判断をお伝えすることにして代表者会議を終えまし

た。 

 

５）1月6日と7日の動き 

緊急事態宣言は1月7日に発令さ

れますが、なかみについてはその前

から徐々に明らかになってきまし

た。こちらが想定していた内容で

す。あとはそれを各チームとその選

出母体がどう受け止めるかです。 

1月6日の関係者MTG（主催者側

の中塚・本多と主管側の菅原・土

屋）を経て、各チームには、主催者

の考えとして「現時点では予定通り

開催する」ことを伝えました。同時

に、大会への参加について、各チー

ムの選出母体となるリーグ責任者

と、当該地域の連盟・協会に確認してもらいたいとのリクエストを出しました。ただ単に「出たいから」「出さ

せてあげたいから」ではありません。すべての関係者に気持ちよく送り出してもらうことが不可欠です。 

1月7日には全チームから回答が得られ、すべてのチームの参加問題がクリアされました。この時点で、当初の

計画通り大会を実施することが決まり、動画配信スタッフの割り振りがはじまりました。時間がない中で、NPO

サロンの会員・メンバーに協力してもらえたのはありがたいところです。 

 

２．大会の実際 

１）大雪の影響 

 1月8日の大会前日、本多はじめ数名のスタッフが現地入りします。中塚は本務の都合で一日遅れの参加です。 

 ここで別の問題が発生しました。北陸地方の大雪です。富山から動画撮影スタッフとして参加の橘和徳氏は、

市内を抜けるだけで数時間費やし、ルートを北陸道から岐阜まわりに変更して何とか深夜0時ごろ宿に到着しま

した。そして大会初日の第一試合、富山県から参加の不二越工業高校が大雪に行く手を阻まれ間に合わず、不戦

敗となるアクシデントで大会が始まりました。コロナ禍で前泊が学校から認められず、当日は朝5時に富山発の

予定を3時発に前倒ししたにもかかわらず、千曲市に着いたのは11時。キックオフの10時には間に合いません

でした。幸い初日の全試合終了後、運営サポートをしてくれていた地元クラブとの練習試合が実現し、双方にと

って良い経験となりました。 

 

２）動画配信 

新たな様式として試みた動画配信ですが、会場のwifi環境の影響で思うような画像を配信することができませ

ん。それでも試行錯誤しながら、2面あるピッチをそれぞれ逆側から撮影し、2試合同時に試合動画をライブで配

信できたことは大きな成果です。詳細は田島璃子氏、橘和徳氏の報告にある通りです。限られた時間、設備の中

でできるベストの取り組みだったと思います。 

 

３）万全の感染予防対策 
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 会場においては万全の対策が施されました。旅館組合でも徹底した対策が為され、移動・宿泊・食事といった

プレー以外のところでの対策は十分為されたと言ってよいでしょう。 

しかし高校生年代はすぐに気が緩んでしまいます。そのことは高校教師をしているのでわかります。「密にな

ってるぞ」などと声をかけながら会場を巡回していました。 

 

４）競技者における「新たな様式」 

 ピッチ上では思う存分プレーしてもらいま

す。競技中の接触は問題ありません。ただし、

スポーツ活動そのものではありませんが、たと

えば試合前後の円陣や雄たけびの声を上げるの

はNGです。円陣を組まなくても、雄たけびの

声を上げなくても、内面から盛り上げるのが

「新たな様式」だと考えます。その意味で、得

点場面や勝利の瞬間の抱擁なども控えてほしい

ところであり、ここにも「新たな様式」を求め

たいと考えます。 

 準決勝のマッチコーディネーションミーティ

ングでは、主催者から改めてこのことをお願い

しました。「モデルは1964年東京オリンピック柔道無差別級優勝のヘーシンクです」と。何のことかわかってい

ない様子だったので少し補足を。 

 オリンピック競技会で初めて採用された柔道の、無差別級のチャンピオンが、日本人ではなくオランダ人とな

りました。本人はもちろん、周囲のスタッフも大喜びのはずです。現にオランダのスタッフは喜びのあまり畳に

駆け上がろうとしましたがそのとき、ヘーシンクは、自分のうれしい思いをぐっとこらえて、駆け上がろうとす

るスタッフを制したというエピソードです。とてつもなく大きな喜びを、とてつもなく大きな自制心で抑えるこ

とが「新たな様式」では求められるのかもしれません。そんな気持ちでこのエピソードを紹介しました。 

 

５）決勝戦そして閉会式 

 決勝戦は東京勢同士の対戦となりました。そして素晴らしい試合でペスカドーラ町田が初優勝。U-18フットサ

ルの先進地域である東京都にとっても初の栄冠でした。 

しかし閉会式の時点でもまだ「よかった」と言い切れるほどの確信が持てないままでした。主催者挨拶では

「おめでとう」「ありがとう」の前に、「まだ大会は終わっていない」趣旨のコメントをしました。 

以下、大会報告書から一部引用します。 

 

多くの方から「開いてくれてありがとう」と言ってもらえましたが、決勝戦が終わったあとも、まだ確信

は持てませんでした。ほんとうに「新たな様式」は徹底できたのだろうか。また「新たな様式」と我々が思

っている方法は、ほんとうに適切だったのだろうか…。見えない敵との戦いは、フットサルの試合よりはる

かに難しいものです。閉会式の主催者挨拶では、そんな気持ちが頭の中にあったので、「おめでとう」「あ

りがとう」より先に、開催判断の難しさと「まだ終わっていない」ことを述べました。「少なくとも家に帰

って2週間は自己観察を続けてください。そこまでが大会です」と。さらに、「この大会で感じ、考えた

“Withコロナ”の新たな様式は、これからもずっと続けてください」と続けました。「新たな様式」は大会

期間中だけでなく、普段から心がけ、実践していくもの。心からそう思います。 
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３．大会を終えて 

 2週間が経過し、すべての参加者の安全が確認されました。これでようやく大会終了です。ほっとしました。 

 とにかくこの間、いろんなことを考えました。大会を開くべきかどうか。開く場合は、開かない場合は…。 

「大会がないと選手がかわいそう」「3年生の“最後のひのき舞台”を」の声をよく聞きます。気持ちはよくわ

かります。しかし、スポーツよりも大事なのは“いのち”です。いま為すべきことは、その観点から考えるべき

です。また、そもそも大会があろうがなかろうが、好きなスポーツは「できるとき」にやればよいのです。アマ

チュアに“引退”はありません。 

いまは「できるとき」なのか否か。そこの判断が難しいところでした。そして私たちは、「少しでも可能性が

あるならとことんやり切ろう」と考えました。 

大事なのはその思いを、大会にかかわるすべての人が共有することです。主催者だけが思っていてもだめです

し、指導者間で共有しているだけでも不十分です。すべてのプレーヤー、保護者、審判員、運営スタッフ、会場

関係者、移動・宿泊・食事を含むあらゆる場面にかかわるすべての人が、思いを共有することが不可欠です。大

会の主催者としてこだわったのはその部分でした。そして、覚悟と危機感を持ったうえで、それでも「やる！」

と決め、やり切りました。 

今大会でどこまでできたのでしょう。こちらからはみえない部分もあるので本当のところはわかりません。し

かしいずれにしても、「参加者自信が大会運営の担い手である」という考え方は、これからも残していきたいと

思います。 

今大会で用いたガイドラインを示します。コロナ禍でのイベント開催の参考にしていただければ幸いです。 

 ただしガイドラインやマニュアルは、「つくる」のが目的ではありません。守らなければ意味がありません。 

もっと言うと、書かれていることを「守る」のが目的だとするのもおかしな話です。書かれていないことが発

生するかもしれないし、書かれたことを守ったとしても感染するときはするのです。 

感染しない、させない、不安にしない、させないことが大事なのであって、ガイドラインやマニュアルとにら

めっこしていても仕方ありません。 

信号と同じです。 

 以前、「赤信号、みんなで渡れば怖くない」というギャグがありましたが、その逆についてはどうでしょう。 

 「青信号、みんなで渡れば怖くない」となってはいないでしょうか。 

 青信号でも、横から猛スピードで突っ込んでくる車があるかもしれません。だから青信号のときにもまわりを

みなくてはいけません。事故にあわないことが大事なのであって、信号を守ることが目的なのではありません。 

自分自身でまわりをみて状況を把握し、考え、行動するのです。このあたり前のことを忘れてはなりません。 

サッカーやフットサルで常にやっているこのサイクルが、コロナ禍で忘れ、失いかけているのではないかと感

じます。 

まったくわからなかった段階では、何をしていいかわからないので、しかるべき機関が示してくれるガイドラ

インに沿ってものごとを判断するしかありませんでした（いまでもその要素はあります）。 

しかしガイドラインにすべて書かれるわけがありません。自分自身でまわりをみて、考え、行動するのです。 

 大会を通して、またコロナ禍のさまざまな取り組みを通してこのようなことを考えました。 

 

 

Ⅲ．動画配信プロジェクトについて（田島璃子） 

新型コロナ感染症の拡大を防止するため、多くのスポーツイベントが無観客での開催を余儀なくされていま

す。サロン2002が主催する標記大会についても、無観客での実施は選ばざるを得ない選択でした。しかし観戦し

たい人が試合をリアルタイムで見られるようにしたいという思いも、同時にありました。高校3年生は節目の大
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会となる場合もあり、保護者の方をはじめとし、需要は高いでしょう。そこで、対象を保護者とチーム関係者の

みに限定し、zoomを用いた配信を行いました。配信の結果、映像の質について、またスタッフの連携についての

問題が明らかになったほか、来年度以降の展望について、視聴者、コンテンツ、スタッフそれぞれについてより

広い活動ができるのではないかと可能性が感じられる取り組みとなりました。 

 

１．配信の仕組み 

 肖像権の保護を重視した本大会の配信はzoomを用いて保護者とチーム関係者に対象を限定して行いました。各

チームには事前に視聴希望者の提出を求めて視聴登録とし、登録のない人は視聴できないシステムを整備しまし

た。具体的にはすべての試合に別のzoom会議を設定し一覧にして各チームに配布し、そのうえで関係するチーム

の試合に参加。Zoomのメインルーム（注１）で参加の名前を変更し、登録が確認できた場合は大会の様子を視聴

できるブレークアウトルーム（注2）にスタッフが誘導する、というものでした。 

（注1） メインルーム オンライン会議ツール、zoomの中で参加者全員が入ることのできる設定の部屋 

（注2） ブレークアウトルーム オンライン会議ツール、zoomの中で主催者（ホスト）が参加者をいくつかのグループに振り分けることができ、そのグループの名称。参加者

自身が参加するグループを選ぶことも、主催者（ホスト）が割り振ることもできるが、本大会の配信では校舎を利用。 

 

 

 

 

 

 

図１ 参加者がzoomに参加する様子（イメージ図）   図2参加者がメインルームにいる様子（イメージ図） 

 

１試合当たり10~30名ほどが視聴し、入室時のトラブルも比較的少な

く実施することができました。 

コート2つ分をそれぞれ向かい側の観客席より撮影・配信し、可能な

範囲で試合実況や得点の経過なども配信しました。配信はビデオカメラ

と iPadを使って撮影しました。 

 

写真1 大会当日の配信の様子 

 

２．配信の問題点 

配信に当たって、大きな問題は2点あり、1点目は画質と音

質の悪さでした。原因は現地の通信環境の悪さであり、とぎれ

とぎれの音声と、背番号がやっと判別できるくらいの粗い動画

となってしまいました。（左の資料の写真とはアングルが異な

ります。）当日は配信の画質を落とすことと、チャットを用い

た文字情報を送ることで対応しましたが、来年以降に向けては

優先LANの整備を要望しました。またさらなる工夫として、

画面上に得点や残り時間の表示をしたいと考えています。 

 

 2点目の問題はスタッフの連携に関するものです。当日の主なスタッフのすべきことは視聴者の登録情報の確認

とブレークアウトルームへの誘導でした。本大会では、現地のスタッフ3名と、東京などのリモートスタッフ7
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名、そして現地の高校生と保護者の方のご協力により何とか配

信できました。しかしリモートのスタッフの連携不足や休憩の

少なさが問題となり、来年以降はより多くのスタッフの動員が

必要であると考えています。 

 

３．今後の展望 「より『広い』配信を」 

 本大会の配信は外部委託などせず、主催者によって運営され

たためいくらかの問題点がありましたが、それは同時に様々な

創意工夫によってより価値のある配信ができるということでもあります。来年以降の展望として、視聴者、コン

テンツ、スタッフの3つの視点を「広く」することができると感じました。 

（１） 広い視聴者に 

2021年の大会では肖像権保護の観点から保護者とチーム関係者に対象を絞った配信を行いましたが、

フットサルファンや関係者、大会参加者の友人などもっと広い対象に配信することができれば、配信の価

値は変わってくるでしょう。そのためには早期からの準備が必須となり、肖像権の問題だけでなく、スポ

ーツの瞬間を切り取ることへの問題や、審判や選手への誹謗中傷など様々なリスクを回避できるような整

備が必要となります。 

 

（２） 広いコンテンツを 

本大会の配信は試合の配信のみに限りましたが、表彰式などの試合以外の部分の配信や、試合後の選手

インタビューなど、配信だからこそできるコンテンツの企画も配信の価値を高める大きな可能性がある部

分です。そのほかにも配信としての価値が上がるような、より細かな実況が付けられたら楽しんで視聴で

きる配信となります。また、現地にいるかのように視聴できる工夫として、試合を視聴する角度を視聴者

が選択できたり、視聴者のスマホと連動して現地で声援がなったりなどの仕掛けも考えられます。 

 

（３） 広いスタッフと 

本大会では主にNPOサロン2002のメンバーがスタッフとなり配信を行いましたが、現地の高校生と連

携することで、「大会を作る経験」としての価値が生まれるとともに、配信でできることの可能性が広が

るでしょう。配信システムの考案、整備だけでなく、動画撮影や実況も、高校生の創意工夫によって型に

とらわれない新しい発想が期待できます。また試合後のインタビューや写真の撮影などにも携わる機会を

作ることができれば、大会を運営することの楽しさを知り、その後の人生でのフットサルのかかわり方、

フットサル全体の盛り上がりにさえ影響を与えうるのではないでしょうか。 

 

４．配信を終えて 「大会を作る経験の意義とスポーツの力」 

 初めての試みであった本大会の配信は、準備段階も、当日も、陳腐な言葉にはなりますが、楽しいものでし

た。その配信の中で感じたことは、「大会を作る経験の意義はとても大きい」ということです。私自身の話をす

ると、フットサルやサッカーの経験は全くなく、その他のスポーツでも大きな大会に出るような選手ではありま

せんでした。ではなぜ本大会の配信に関わったのかというと、高校の部活動で自主大会を運営する経験をし、そ

れがきっかけとなり、スポーツイベントへの興味が高まったからでした。来年以降の本大会が、高校生が主体と

なって大会運営に関わることができる場になると、スポーツを「する」「見る」だけでなく「支える」立場への

関心が高まります。試合に出場する選手、応援する選手、マネージャーなどの高校生が、フットサル、またスポ

ーツ全体への新たなかかわり方を見つける可能性を感じました。 
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スポーツの力は、非常に強く、あたたかいものです。同じスポーツを好きでいる人同士のつながりの深さ、一

緒にスポーツをすることで生まれる人間関係の強さは、まぎれもなく生活をゆたかにし、時には生活を根底から

支える唯一無二の存在となります。スポーツには、新型コロナの影響が人々のつながりを変えている現代におい

て、人間関係の希薄化を食い止めることができる力があります。また人と会わない生活をする日々の中で、長野

から東京のリモートスタッフと配信をし、スポーツの持つ可能性がいかに大きいかを身にしみて感じた大会でし

た。 

 

 

このあと、21：00までディスカッション。 

終了後、23：30までオンライン懇親会で盛り上がった。 

オンライン懇親会にもすっかり慣れてきた。とても楽しい！ 

以上 


